












はじめに 

 発達の問題を主訴にもつ、乳幼児に対して神経学的な評価をおこない、なお発達の遅れ

が疑われるものについては、発達検査を施行し、経過を観察する。 

 明らかな器質的疾患があり、発達の遅滞が重篤である場合は、暦年齢がたとえ低くとも、

確定診断は可能であるが、それ以外の場合は、発達の予測はむずかしい。 

 ことに乳児期というような早期における発達診断、ないし発達の予後についての推測は、

乳児期の発達の様相がどの程度の予測性と限界性をもつか把握した上で、十分慎重に取り

行なわれるべきである。 


